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の受容については、既に筆者が『四天王寺大学紀要』第 63 号 8）において論じた。
　幼児教育におけるプロジェクト・アプローチの始まりは、1950 年代年のニューヨーク市にあ
る 3 歳から 8 歳の子どもを対象にした私立学校の保育実践であるといわれている。（Spodek & 
韓　　　在　熙
392－ －
Saracho, 2003）。これは “The project method”（プロジェクトの方法）の著者であるキルパトリ
ック（Kilpatrick, 1918）が、この学校の顧問であったことに起因している。その後、1960 年、
1970 年代の進歩主義教育、とりわけイギリスの幼児学校のカリキュラムの中核として、プロジ
ェクトは注目されてきた 9）。さらに、プロジェクト・アプローチは 1987 年にカッツとチャード
によって第 1 版として著述され、アメリカやカナダを中心に紹介された。
　加えて、アメリカの乳幼児教育学会（NAEYC）から子どもの発達に適した実践に関する宣
言が発表された 1997 年に第 2 版が出版された。その第 2 版は、2004 年に、Engaging Children’s 





















































































Approach: Making Curriculum Come Alive, Practical Guild 1, 1998 The Project Approach: Managing Successful 














ジェクト・アプローチ―』（The Project Approach: Making Curriculum Come Alive, Practical 
Guild 1, 1998, The Project Approach: Managing Successful Projects, Practical Guild 2. Scholastic, 








































































































































































































保育者はいま、何を求められているか』北大路書房、2000.12.10（First Steps Toward Teaching the Reggio 





10） リリアン・カッツ（Lilian G. Katz）、シルビア・チャード（Sylvia C. Chard）小田　豊監修、奥野正義
訳（2004）『子どもの心といきいきとかかわりあう―プロジェクト・アプローチ―』（ Engaging 









19） シルビア・チャード（Sylvia C. Chard）（小田豊監修、芦田　宏監訳、奥野正義・門田理世訳（2006）
『幼児教育と小学校教育の連携と接続―協同的な学びを生かしたプロジェクト・アプローチ―』（The 
Project Approach: Making Curriculum Come Alive, Practical Guild 1, 1998. The Project Approach: Managing 
Successful Projects, Practical Guild 2. Scholastic, Inc., New York, NY.）光生館、p103
20）前掲書、リリアン・カッツ、シルビア・チャード（2004）p7
参考文献
1．文部科学省告示第 26 号（2008）『幼稚園教育要領』（平成 20 年告示）フレーベル館
2．鳥光美緒子他（2003）「幼小連携を志向するプロジェクト学習の開発・試行に関する研究（1）」『広島 
大学学部・付属学校共同研究紀要』第 31 号
3．韓在煕（2009）「保幼小の連携の展開と問題点」（伊藤良高他編）『幼児教育のフロンティア』晃洋書房
4．田中亭胤（1989）「倉橋惣三におけるデューイ思想の受容：幼児教育カリキュラムの視点を求めて」『日
本デューイ学会紀要』第 28 号
5．玉置哲淳（1997）「幼児教育独自のカリキュラム論研究の課題と構想：戦後幼稚園教育要領のカリキュ
ラム論との比較をてがかりに」『エデュケア』第 18 号
400－ －
